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1）

　う

ゼニみ

．毛フ

れ
牧
水

春
は
出
会
い
と

別
れ
の
季
飾
で
す

　
冠
山
の
山
桜
も
ほ
こ
ろ
び
始
め
た

3
月
1
8
日
（
水
）
、
町
内
の
中
学
校
で
は

卒
業
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
先
生
、
友

達
、
学
全
ロ
と
の
お
別
れ
に
、
こ
み
上
げ

て
く
る
も
の
が
そ
れ
ぞ
れ
に
あ
っ
た

よ
う
で
す
。
＝
一
年
間
の
思
い
出
を
胸
に

新
た
な
出
会
い
に
胸
ふ
く
ら
ま
せ
、
自

分
の
夢
に
向
か
っ
て
大
き
く
羽
ば
た

い
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

「町報とうこう」は再生紙を使用しています
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牧水のぶるさとづくり」をめざして

の予算を公表します
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町
長
に
就
任
し
、
は
じ
め
て
の
予
算
編
成
と
な
っ
た
わ
け
で
す
が
、
平
成
十
年
度
の
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　
初
予
算
は
、
第
三
次
東
郷
町
総
合
長
期
計
画
の
重
要
施
策
で
あ
る
五
項
目
を
基
本
と
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
長
期
的
な
視
点
か
ら
、
優
先
順
位
の
厳
し
い
事
業
選
択
を
行
い
、
限
ら
れ
た
財
源
の
重

　
　
　
　
　
　
　
　
　
点
的
、
効
率
的
な
配
分
に
務
め
る
と
と
も
に
町
民
の
皆
様
の
期
待
と
町
政
の
課
題
に
的
確

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
対
処
す
る
こ
と
を
念
頭
に
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
町
は
、
歳
入
の
五
十
％
近
く
を
国
か
ら
の
地
方
交
付
税
に
依
存
し
、
そ
の
地
方
交
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
税
も
五
年
連
続
で
マ
イ
ナ
ス
と
な
り
、
た
い
へ
ん
厳
し
い
財
政
事
情
で
は
あ
り
ま
す
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
最
小
の
経
世
で
最
大
の
効
果
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
施
策
の
充
実
を
図
っ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
ま
す
。
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（単位：千円）会計別予算

会　　　計

@　　；

10年度当初 9年度当初 比　　　較

一　般　会，計 4，521，000 4，333，000 188，000

国　保　会　計 631，000 648，700 一17，700

老　保　会　計 926，000 702，200 223，800

簡　水　会　計 196，100 70，800 125，300

農集排会計 105，700 168，450 一62，750

病　院　会　計 406，391 443，973 一37，582

計 6，786，191 6，367，123 419，068

ソ
フ
ト
事
業

10

N
度
の
主
な
事
業

ハ
ー
ド
事
業

・
農
業
機
械
銀
行
の
充
実

　
高
齢
化
の
進
行
、
後
継
者
不
足
に

よ
る
農
業
労
働
力
を
補
う
た
め
、
機

械
銀
行
の
育
成
・
拡
充
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
農
業
機
械
の
整
備
を
行

い
ま
す
。

・
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
事
業

　
現
在
あ
る
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
拡
張

に
伴
う
面
整
備
、
野
球
場
の
面
整
備

（
ラ
イ
ト
線
七
十
メ
ー
ト
ル
確
保
の

予
定
）
、
夜
間
照
明
施
設
の
移
設
・
整

備
等
を
内
容
と
す
る
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

事
業
で
す
。

・
道
の
駅
「
と
う
こ
う
」
整
備
事
業

　
鶴
野
内
地
区
に
、
物
産
セ
ン
タ
ー

や
農
産
品
加
工
施
設
、
多
目
的
公
園

広
場
等
を
整
備
し
ま
す
。

　
ま
た
、
県
の
事
業
で
道
の
駅
駐
車

場
や
東
臼
杵
南
部
農
業
改
良
普
及
セ

ン
タ
ー
が
整
備
さ
れ
ま
す
。

歳出の性質別構成（単位・千円）

普通建設事業費
　1，628，834

　（36．096）

　　　　　その他
　　　　　285，406

扶助費　　　（6．3％）

　321，676

　（7．1％）

物件費
　433，031

　（9．6％）

四
．
・
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人件費
　860，675

　　（19．096）

　　　　　　　　　1③鞭8ご’り

補助費等
　440，868

　（9．8％）

「

公債費
550，5｝0

　（12．296）

　　　　歳入の財源構成（単位・千円）

　　　　　　諸収入121，418（2．7％）

繰入金217，181（4，8％）　　　　その他日5，667（26％）

財

・
水
防
監
視
シ
ス
テ
ム
の
設
置

　
昨
年
の
九
月
に
襲
来
し
た
台
風
1
9

号
な
ど
の
風
水
害
に
対
処
す
る
た

め
、
直
川
と
坪
谷
川
に
雨
量
計
や
水

位
計
を
設
置
し
、
そ
れ
ら
の
情
報
が

迅
速
か
つ
的
確
に
把
握
で
き
る
シ
ス

テ
ム
を
導
入
し
、
住
民
へ
の
避
難
誘

導
、
詳
細
な
情
報
提
供
が
で
き
る
体

制
を
整
え
ま
す
。
ま
た
、
風
水
害
を
含

め
た
あ
ら
ゆ
る
災
害
を
想
定
し
た
地

域
防
災
計
画
の
見
直
し
を
行
い
ま

す
。・

戸
籍
の
電
算
化

　
戸
籍
法
の
改
正
に
よ
り
、
戸
籍
事

依

存

地方交付税
　　2，000，000

　　（44．296）
　梛

o

二曲
　672，900

　　（14．9％

向

自

王

分担金及び負担金
　l17，528（2．6％）

燃
δ　　　　357，581

　　　　（7．9％）

国庫支出
（，，、9翌饗

県支出金
　547，799

　　（12．1％

（79．4％）

・

19．510（5．4％）

町税（357，581千円）の内訳 10．051（2．8％）

　固定資産税
Q04，401（57．2％）

　町民税
P23，618（34．6％）

町
程
属

軽
自
動
車
税

勇
他
千
円

務
が
電
算
で
取
り
扱
う
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
、
本
町
に
お
い
て
も
、

窓
口
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る

た
め
戸
籍
の
電
算
化
を
行
い
ま
す
。

・
環
境
保
全
型
農
業
推
進
事
業

　
消
費
者
の
安
全
志
向
等
を
反
映
し

て
有
機
農
産
物
の
消
費
の
増
加
、
自

然
環
境
に
調
和
し
た
農
業
を
推
進
す

る
た
め
、
展
示
圃
（
モ
デ
ル
園
）
設
置

を
行
い
、
有
機
農
業
の
推
進
を
図
り

ま
す
。

・
営
農
活
性
化
対
策
事
業

　
転
作
の
定
着
化
、
水
田
及
び
畑
作

農
業
確
立
の
た
め
施
設
・
資
材
及
び

新
規
作
物
等
の
導
入
等
に
係
る
経
費

に
対
し
助
成
を
行
い
、
農
業
経
営
改

善
、
農
業
所
得
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

・
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進

　
年
々
増
加
す
る
「
ご
み
」
は
、
捨
て

れ
ば
ゴ
ミ
、
リ
サ
イ
ク
ル
す
れ
ば
立

派
な
資
源
と
な
り
、
ゴ
ミ
の
減
量
化

に
つ
な
が
り
ま
す
。
そ
こ
で
四
月
か

ら
ジ
ュ
ー
ス
缶
等
飲
料
用
空
き
缶
の

分
別
収
集
を
始
め
ま
す
。

・
町
史
の
発
行

　
平
成
七
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
き

た
町
史
の
編
さ
ん
事
業
も
、
資
料
や

写
真
の
収
集
、
原
稿
の
執
筆
作
業
等

も
ほ
ぼ
仕
上
が
り
、
十
年
度
で
本
編

と
資
料
編
を
発
行
し
ま
す
。

譲与金・

交付金等
128，501

（2．8％）

一般会計予算を町民一一人当りでみると　　　　　（3月1日現在現住人・・5，4・8人）

予備費
ﾙ
〈
9
2
5
円
〉

公債費
@，　，’9『ン

@　V　　　　∠

q10L795円〉

災害復旧費

A雨霧

qLO60円〉

教育費

@二　．　　　冗

f，・・　。薫？’　　　　ツ＼　界一一ノ　ノ受　　　・　　　　・

q95，542円〉

消防費
i） ﾐ　　f

q2L538円〉

土木費　　　商工費

@　多償　　　　　〔1
@　＼こ、’　　　x　　　　　　　　　　　　　　　　　｝

@　　一　　　　一　：曳｝．　　　　　　　5

@　　　　　　響諺〈10L268円〉　　　〈22，960円〉

農林水産業費
M
垂
、
δ
i
智
　
　
可
．
　
．
’
‘
　
，
〈
1
8
3
，
3
1
8
円
〉

衛生費

@　　　’堰C誓こ美マ〈47，735円〉

民生費
ｲ
翰
簿
〈
1
3
3
，
0
6
3
円
〉

総務費
f　．謬瓦ア／／l

q112，498円〉

議会費
@　鶏　・’冨　　。

q14，282円〉

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせくださいく総務課情報係⑲2111㈹まで〉★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせくださいく総務課情報係⑲2111㈹まで〉



　　　　コどうご’り・塘

感
慨
深
い
五
十
年
で
す

（
平
成
九
年
度
合
同
金
婚
式
）

　
A
フ
年
で
七
回
目
を
迎
え
た
ム
ロ
同
金
婚
式
が
二
月
十
九
日

（
木
）
、
牧
水
公
園
ふ
る
さ
と
の
家
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
昭

和
二
十
二
年
四
月
か
ら
二
十
三
年
三
月
ま
で
の
終
戦
後
の
厳
し

い
時
代
に
ご
結
婚
さ
れ
た
五
十
七
組
の
こ
夫
婦
が
金
婚
を
迎
え

ら
れ
、
四
十
六
組
が
式
典
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
小
林
町
長
が
代
表
の

寺
迫
の
黒
木
早
苗
さ
ん
、
ヤ
ス
エ
さ

ん
夫
婦
に
金
婚
証
書
と
記
念
品
を
贈

呈
し
、
「
健
康
に
留
意
さ
れ
、
豊
富
な

知
識
と
貴
重
な
経
験
を
家
庭
や
地
域

に
活
か
し
て
く
だ
さ
い
。
」
と
あ
い
さ

つ
。
そ
れ
に
対
し
、
金
婚
者
を
代
表
し

て
鶴
野
内
の
中
田
豊
さ
ん
が
「
今
日

は
こ
の
よ
う
な
式
を
催
し
て
い
た
だ

き
本
当
に
あ
り
が
た
い
。
夫
婦
お
互

い
感
謝
し
な
が
ら
残
さ
れ
た
人
生
を

有
意
義
に
過
ご
し
た
い
。
」
と
謝
辞
を

述
べ
ま
し
た
。
祝
宴
で
は
、
共
に
歩
い

て
き
た
半
世
紀
を
振
り
返
り
、
お
互

い
を
ね
ぎ
ら
う
と
と
も
に
、
同
じ
時

代
を
生
き
た
み
な
さ
ん
と
結
婚
当
時

の
苦
労
話
や
昔
話
な
ど
に
花
を
咲
か

せ
て
い
ま
し
た
。

▲当日式典に参加された46組の金婚者のみなさん

弓
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ご
存
じ
で
す
か

高
額
療
養
費
の

貸
付
制
度

一

　
病
院
で
支
払
う
一
部
負
担
金
の
額

が
高
額
に
及
ぶ
と
き
の
資
金
に
充
て

る
た
め
、
町
で
は
高
額
療
養
費
支
払

資
金
貸
付
基
金
を
設
置
し
て
い
ま

す
。
基
金
の
貸
付
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
方
は
、
東
郷
町
の
住
民
で
健

康
保
険
各
法
の
規
定
に
よ
る
高
額
療

養
費
の
支
払
い
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
、
か
つ
医
療
費
の
支
払
い
が
困
難

で
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
方
で
す
。

　
貸
付
金
額
は
、
高
額
療
養
費
支
払

推
定
金
額
か
ら
一
万
円
を
差
し
引
い

た
額
以
内
で
貸
付
利
率
は
無
利
子
、

貸
付
期
間
は
貸
付
を
受
け
た
日
か
ら

高
額
療
養
費
の
支
給
を
受
け
る
日
ま

で
で
、
償
還
は
高
額
療
養
費
の
支
給

を
受
け
る
と
き
「
括
償
還
と
な
り
ま

す
。　

こ
の
貸
付
制
度
を
ご
利
用
に
な
り

た
い
方
、
ま
た
、
詳
し
く
お
知
り
に
な

り
た
い
方
は
住
民
課
保
険
年
金
係
ま

で
お
気
軽
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
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農業×夢＝認定農業者

寺原卓三さん

　　（羽坂）

　
今
月
は
羽
坂
の
寺
原
卓
三

さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

・
認
定
農
業
者
制
度
に
つ
い

て　
現
在
、
制
度
に
つ
い
て
は

勉
強
中
で
、
各
種
研
修
や
講

製三野

購
　
捕

，碗
曜
φ二二

座
な
ど
積
極
的
に
参
加
し

て
、
こ
の
制
度
が
ど
う
自
分

の
経
営
に
活
用
で
き
る
か
考

え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
特
に
自
分
の
経
営
の
現

状
を
把
握
し
た
上
で
、
改
善

を
図
る
た
め
に
今
後
必
要
な

制
度
だ
と
考
え
ま
す
。

・
現
況
と
今
後
の
経
営
方
法

　
現
在
、
水
稲
と
施
設
野
菜

を
中
心
に
経
営
を
行
っ
て
い

ま
す
。
特
に
施
設
に
つ
い
て

は
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
栽
培
を
し

て
き
ま
し
た
が
、
昨
年
の
台

風
襲
来
と
今
ま
で
土
壌
障
害

に
悩
ま
さ
れ
て
き
た
こ
と
か

ら
思
い
切
っ
て
「
き
ゅ
う
り
」

へ
作
物
の
転
換
を
し
ま
し

た
。
ま
だ
技
術
不
足
の
面
か

ら
満
足
の
い
く
収
量
・
収
益

と
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
今
後

技
術
習
得
や
先
進
地
へ
の
研

修
を
行
い
、
生
産
性
を
向
上

さ
せ
、
経
営
の
安
定
に
務
め

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
今
後
の
計
画
と
し

て
、
第
一
に
夏
秋
野
菜
の
規

模
拡
大
を
図
り
年
間
を
と
お

し
て
野
菜
の
出
荷
が
で
き
る

体
制
を
作
り
上
げ
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
第
二
に
今
後

高
齢
化
が
進
み
農
地
の
管
理

　　

@　

@　

@　

@　

@　

@｝

が
で
き
な
く
な
る
人
が
増
加

し
て
く
る
と
考
え
ら
れ
る
の

で
、
主
に
水
田
を
借
り
上
げ
耐

水
稲
作
の
規
模
拡
大
を
図
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
に
自
分
も
最
大
限
努

力
を
し
ま
す
が
、
技
術
指
導

と
規
模
拡
大
に
つ
い
て
の
支

援
を
役
場
・
農
協
等
関
係
機

関
に
お
願
い
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
農
業
後
継
者
問
題
に
つ
い
　
鱒

て
で
す
が
、
私
に
も
跡
取
り

と
考
え
て
い
る
者
が
お
り
ま

す
。
現
在
は
社
会
勉
強
と
い

う
こ
と
で
別
の
仕
事
を
し
て

い
ま
す
が
、
ゆ
く
ゆ
く
は
農

業
を
と
考
え
て
い
ま
す
。
昨

今
の
き
び
し
い
農
業
情
勢
の

中
で
の
後
継
者
育
成
は
難
し

い
問
題
だ
と
考
え
ま
す
が
、

厳
し
い
中
で
も
現
状
を
な
ん

と
か
継
続
さ
せ
息
子
に
継
が

せ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
　
韓

　
最
後
に
、
現
在
認
定
農
業

者
と
し
て
や
っ
て
い
る
方
々

と
と
も
に
自
分
の
経
営
安
定

の
た
め
に
努
力
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

畜
産
だ
よ
り

　
3
月
期
和
牛
子
牛
郡
共
進
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
本
町
か
ら
7
頭
出

品
し
て
い
ま
す
。
成
績
は
次
の
と
お

り
で
す
。

東
臼
杵
郡
市
品
評
会
（
3
月
期
）

▽
雌
の
部
（
子
牛
）

　
坪
谷
　
岡
村
増
義
　
た
け
ひ
ろ
2
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
弐
等
賞

　
田
野
　
稲
田
稀
重
　
い
な
は
る
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
弐
等
賞

　
羽
坂
　
那
須
利
光
　
ひ
さ
よ
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
弐
等
賞

▽
去
勢
の
部
（
子
牛
）

　
坪
谷
　
海
野
菅
也
　
海
桜
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
弐
等
賞

　
田
野
　
稲
田
継
男
　
良
平
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
弐
等
賞

　
福
瀬
　
関
野
安
弘
　
二
二
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
弐
等
賞

　
団
体
成
績
第
7
位

児
湯
郡
市
品
評
会
（
3
月
期
）

庭
田
　
黒
木
国
寛
　
こ
と
ぶ
き
1
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
弐
等
賞

鼠
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■⑦嚇如購まちの77ルバム灘
7肌日影講で国際交流ノ

　迫野内の地蔵講に、東下組合の皆さんが国際交流員のア

レックスさんを招待しました。準備されたなますや煮物が

好物というアレックスさんに対し、「変な外人」などと冗談

を言ったり、お互いに質問をし合ったりして楽しいひとと

きを過ごしました。戸高満男さんが「ウエルカム　トゥ
迫野内」と覚えたばかりの英語でアレックスさんを迎え、

ご自慢の民謡を披露し、東新さんがやすき節を踊りまし
た。アレックスさんもそれに応え「舞うた」を披露しました。国

際交流員が来ているのはみんな知っていましたが、話をした

のははじめてで、みんないい交流ができたと喜んでいました。

　　　　　　楽しくウォークラリー
2月22日（日）

　寺迫小学校区豊かな心を育てる実践会議主催のウォー
クラリーが児童、保護者、高齢者の皆さん約130名の参加の

もと、町回小学校をスタート・ゴールとする約11㎞の行程

で行われました。5～6人が一組となり途中5つのチェッ

クポイントで、用意されたさまざまなクイズに挑戦。中間

点の庭田集会所では、昼食前にゲート通しも行われ世代間

を超えた交流も図られました。ゴール近くになると、校歌

を歌いながらゴールインしましたが、それも得点に影響す

るとあって元気良く大きな声で校歌を歌い、全員無事完歩

しました。最近青少年の犯罪をよく見聞きしますが、実践

会議では今後もこのような行事を通じて青少年の健全な
育成を図っていきたいということです。

　　　　　　フロンガス回収車を導入
2月27日働

　地球温暖化の原因物質として早急な回収対策が求められ

ているフロンガス対策として、入郷6町村（東郷町・西郷村・

南郷村・諸塚村・北郷村・椎葉村）が共同で回収機材を積

載したフロンガス回収車を導入、その除幕式が町中央公民館

前駐車場で行われました。

　除幕式には黒木収入役や日向保健所衛生環境課長ら関係

者約30名が出席、機材の取扱い方法などの説明に熱心に聞き

入っていました。

　今後このフロンガス回収車は2ヶ月に1回入郷6町村を定

期巡回して、廃棄する冷蔵庫などからフロンガスを回収すると

いうことです。

炉
陶

：、1．◎

臥・

齢

4欝
還

　年賀はがきで電子レンジを獲得ノ

　13月6日螂

　鶴野内の今井主税さんに、お年玉付き年賀はがきで2等

賞があたり、池北宏山陰郵便局長から商品の電子レンジが

手渡されました。池北局長にお話を伺ったところ、毎年年

賀はがきは山陰郵便局だけで約6万通配達していますが、

2等賞が当たるのはめずらしいとのことです。当日は奥さ

んの美修子さんが賞品を受け取りに来ていましたが、「数

少ない、しかも町内の方からいただいた年賀状が当たった

のでたいへんびっくりしています。今年は良い年になりそ

即日四四も　^
★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせくださいく総務課情報係⑲2111㈹まで〉
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　郷

料理に対する考え方の違い

麹雛i擁轟

　昔イギリスで「PeOole　should　eat　tO　llve　tO　eat」ということわざがありました。「人間は

食べるために生きているのではなく、ただ生き残るために食べざるを得ない」という意味です。当時の

イギリス人はキリスト教の厳しい影響で、食物を楽しむことは悪いとみなしていたようです。今ではそ

ういうことはありませんが、イギリス料理はおいしくないという観念があり、依然として食物に対して

無関心なイギリス人は少なくありません。

　日本に来て驚いたことは料理の社会的、文化的な重要性です。テレビをつけるといつも料理番組が

あって周りの人と話をしても料理の話題は避けられません。個人的な印象ですが、料理と天気は日本の

雑談の主な話題であるようです。天気はイギリスでもいっしょですが料理については、スポーツや政

治、テレビドラマと同じように特に興味がある人だけの話題です。また、日本料理の味の微妙な違いと、

受け入れられる組み合わせなどがわからないと、料理の話にはなかなか入り込めません。例えば、お餅

とあんこは大丈夫なようですが、お餅とジャムはだめみたいですね。イギリスでもソースをかける場

合、豚肉にはアップルソース、子羊肉にはミントソース、七面鳥にはクランベリーソースをかけるのが

一般的ですが、私はどんな組み合わせでもいいと思います。

　イギリスだけで食べられている材料がほとんどないことと、いわゆる代表的なイギリス料理を一般

の人たちがそんなによく食べないという実態もありますが、ここ50年で他国からの移住者、そして最近

の健康食品や菜食主義の流行によってイギリスの食習慣もだいぶ変わってきました。ある意味ではパ

スタ、カレー、ピザなどもイギリスの食文化に取り入れられたようです。その結果としてイギリスの食

卓は特にイギリス風という姿のものではなくなってきました。その点日本では、昔から味噌汁など早朝

食卓に並び、また、体によいさまざまな料理があり、おいしいもの

を探すために異国の料理を導入する必要はないように思えます。

しかし、日本人の著しい料理に対する熱意のおかげで外国にも食

への追求をしていることは、私のように料理に無関心なものにと

ってもたいへん喜ばしいことではあります。

　　　　　　
働／
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鴛
鴛
も
鴨
も
混
じ
れ
る
数
十
羽

争
ふ
な
く
て
ダ
ム
湖
に
漂
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
浦
園
男

共
に
来
し
温
泉
に
語
る
老
い
の
日
々

心
和
み
て
夕
べ
と
な
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
橋
口
忠
孝

南
の
里
に
降
る
雪
を
見
た
し
と
言
ふ

遠
き
友
は
電
話
か
け
く
る

　
　
　
　
　
　
　
　
岩
木
富
子

谷
間
に
雪
残
り
た
る
冠
山

冬
晴
れ
の
峡
に
際
だ
ち
て
見
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
岩
木
幸
美

藍
ふ
か
く
祠
る
る
川
は
く
き
や
か
に

山
影
映
り
水
鳥
遊
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　
木
村
富
貴
子

亡
き
父
の
い
た
く
愛
で
た
る
築
山
も

時
過
ぎ
ゆ
き
て
跡
形
も
な
し

　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
鈴
子

縄
を
絢
ふ
器
械
の
音
に
眠
り
し
と

幼
き
頃
を
子
ら
な
つ
か
し
む

　
　
　
　
　
　
　
　
黒
木
久
子

夜
を
通
し
降
り
た
る
雪
か
陽
に
映
ゆ
る

冠
山
の
白
き
峰
々

　
　
　
　
　
　
　
　
小
山
貞
代

千
鳥
掛
に
か
が
る
桧
の
苗
伸
び
て

春
の
ち
か
づ
く
思
ひ
の
楽
し

　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
キ
ヌ
子

朝
明
け
の
山
峡
深
く
湧
く
霧
は

雪
残
る
冠
山
を
覆
い
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
寺
原
入
重
子

日
溜
ま
り
の
苅
田
は
青
き
草
芽
吹
き

山
鳩
二
羽
の
つ
い
ば
む
ら
し
き

　
　
　
　
　
　
　
　
木
村
秋
男

こ
の
冬
の
寒
さ
き
び
し
き
明
け
暮
れ
に

黄
の
美
し
く
金
蓋
花
咲
く

　
　
　
　
　
　
　
　
植
野
茂
樹

癌
病
む
を
知
ら
ず
に
父
の
植
ゑ
し
杉

台
風
水
害
に
大
方
倒
れ
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
本
多
茂
雄

新
し
き
施
設
は
町
を
変
え
ゆ
く
も

若
者
は
去
り
人
は
老
い
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
東
村
吉
市

風
花
の
吹
き
荒
る
る
寺
の
梅
祭
り

共
に
来
て
今
年
亡
き
二
人
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
高
野
美
智
雄
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短
歌
尾
鈴
短
歌
会
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ハ、
．
㌦

亀
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　　彪　・ゴ
　“，・・　　o
　勉i響

　　　　　　　小野田　住宅の

　　　　　　岩倉麻衣さん（5歳）

　　　　　　　父：岩倉重幸さん
　　　　　　　母：　幸子さん

　　　　　　○好きな食べ物は何ですか？

　　　　　　　お肉
　　　　　　○好きな遊びは何ですか？

　　　　　　　折り紙
　　　　　　○大きくなったら何になり
　　　　　　　たいですか。
　　　　　　　お花やさんかかんこふさん

∵讐…
纏げ◎L耀

裟鰹難
　　▲みんながなかよくあそんでる

　　　　　　　　　☆★☆東郷幼稚園☆★☆

鳶
崇
・

　　　　　　　　執　　 L」

　　　ピ　　　ぜ・　囲→
　　　薄　　　　語

」ド

▲ボケモンのコイル、レアコイル、カブト

　　　　　　小野田　住宅の

　　　　　上田健介くん（6歳）

　　　　　　父＝上田敏広さん

　　　　　　母：　和代さん
　　　ご、
　　　　　○好きな食べ物は何ですか？

　　　　　　カレー
騨。。○好きな遊びは何ですか・

　、｝踊　、・、　　ジャングルジム

　　　　　○大きくなったら何になり

　　　　　　たいですか。
ヘ　　　　　　　ケーキ屋さん

　　霧

　　　　　ひ　　　　ひ　　　ひ　　ひ　φ　ひ◎

・
鎗
と
喚
冠
轟
り
壱
壱
寺
ウ
掌
幸
粂
壱
寺
寺
⇔
ぞ
。
牙
壱
＆
c
o
竪
菅
＆
⇔
尋
。
τ
寺
。
了
＆
⇔
寺
＆
Q
善
壱
曇
ふ
e
寺
口
＆
⇔
寺
⇔
7
尋
＆
o
o
写
＆
⇔
義
義
尋
＆
o
Q
守
＆
⇔
o
㎝
o
o
㈱
o
o
㈱
o
o
智
。
宇
　
　
φ

馳一■9画眞
街の話題
「大谷川を守る会」

が表彰を受ける
　県主催の地域環境保全功労

者表彰式が県庁講堂で行わ
れ、本町の「大谷川を守る会」

（代表者：畝原基克氏）が表

彰を受けました。これは、地

域の環境保全に関し、特に顕

著な功労のあった方に感謝の

意を表するとともに、併せて

地域の環境保全に対する県民

の関心と理解を深めることを
目的に行われてbるもので、

県内で個人5名、5つの団体

が表彰を受けました。「大谷川

を守る会」は、平成2年以来

大谷川の空き缶などのゴミ拾

いや清掃を行うとともに、家

庭排水浄化運動や農薬を減ら

す運動を展開したことが認め

られたものです。

φ“9φ　　9　，　◎φ　　　　　9　　　　ψ“　　　φ　　　ひ　o一　’ψψ一

高
囮
囲

幽
囚
回

1
忘
れ
な
い
で
、

　
　
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
ー

☆
本
年
も
、
全
国
一
斉
に
春
の
全
国

交
通
安
全
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

期
間
は
平
成
十
年
四
月
六
日
（
月
）
か

ら
四
月
十
五
日
（
水
）
ま
で
の
十
日
間

で
す
。
今
年
も
県
内
で
す
で
に
十
二

名
（
三
月
十
日
現
在
）
の
方
が
交
通
事

故
に
よ
り
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

☆
四
月
越
新
入
学
の
時
期
で
も
あ

り
、
真
新
し
い
ラ
ン
ド
セ
ル
を
背

負
っ
た
か
わ
い
い
新
一
年
生
も
通
学

し
ま
す
し
、
ま
た
新
し
く
保
育
所
や

幼
稚
園
に
通
う
子
供
も
い
ま
す
。
町

民
の
一
人
ひ
と
り
が
安
全
運
転
に
心

が
け
る
と
と
も
に
、
交
通
事
故
防
止

運
動
に
積
極
的
に
参
加
し
、
子
供
や

高
齢
者
を
交
通
事
故
か
ら
守
り
、
ま

た
、
お
互
い
に
悲
惨
な
交
通
事
故
の

被
害
者
、
加
害
者
に
な
ら
な
い
よ
う

に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

☆
交
通
安
全
運
動
期
間
中
は
、
交
通

事
故
防
止
の
た
め
の
取
り
締
ま
り
も

当
然
の
こ
と
な
が
ら
厳
し
く
な
り
ま

す
の
で
町
民
の
中
か
ら
違
反
者
が
出

な
い
よ
う
に
交
通
ル
ー
ル
を
守
っ
て

安
全
運
転
を
お
願
い
し
ま
す
。

家の近くで事故が多く発生していますノ
●自宅からの距離別死者数〔歩行中の末就字児童伸位人
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　　　　　　置想うこ”り

東
郷
町
国
民
健
康
保
険
病
院

　
　
　
日
高
孝
紀

　
四
月
に
な
り
暖
か
く
な
っ
て
き
ま

し
た
。
寒
く
て
あ
ま
り
外
に
出
な

か
っ
た
り
運
動
不
足
に
な
っ
て
い
る

方
は
、
そ
ろ
そ
ろ
運
動
を
始
め
ら
れ

て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
今
月
は
高

血
圧
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

　
血
圧
に
は
】
般
に
最
高
血
圧
と
最

低
血
圧
が
あ
り
、
高
血
圧
と
は
最
高

血
圧
が
励
㎜
H
9
以
上
ま
た
は
、
最

低
血
圧
が
9
5
㎜
H
9
以
上
の
場
合
を

い
い
ま
す
。
境
界
型
の
高
血
圧
は
最

高
血
圧
が
蜘
～
…
…
㎜
H
9
ま
た
は
最

低
血
圧
が
9
0
～
9
5
㎜
H
9
回
忌
。
高

血
圧
症
と
い
う
の
は
高
血
圧
の
状
態

が
続
く
場
合
で
す
。

　
な
ぜ
高
血
圧
症
は
恐
ろ
し
い
の
で

し
ょ
う
。
高
血
圧
は
静
か
な
殺
し
屋

で
あ
り
、
長
い
間
放
置
す
る
と
動
脈

硬
化
が
進
み
、
狭
心
症
、
心
筋
梗
塞
、

脳
卒
中
な
ど
の
病
気
が
か
な
り
起
こ

り
や
す
く
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
治
療

す
る
こ
と
に
よ
り
そ
の
危
険
性
が
大

幅
に
減
少
し
ま
す
。
さ
て
、
治
療
の
中

心
に
な
る
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
減
塩
と
適
切
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
摂
取

を
中
心
と
す
る
食
事
療
法
。
日
本
の

　
般
家
庭
の
塩
分
摂
取
量
は
一
日
に

13

`
1
4
9
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
勧

め
ら
れ
る
塩
分
は
一
日
置
7
9
位
が

望
ま
し
い
で
す
。
外
食
な
ど
は
ど
う

し
て
も
濃
い
味
付
け
に
な
っ
て
い
ま

す
か
ら
特
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
肥
満
も
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
の

で
ダ
イ
エ
ッ
ト
に
心
が
け
ま
し
ょ

う
。・

う
っ
す
ら
と
汗
ば
む
程
度
に
体
を

動
か
す
運
動
療
法
。
力
仕
事
で
は
だ

め
で
す
。
早
歩
き
や
ジ
ョ
ギ
ン
グ
、
サ

イ
ク
リ
ン
グ
、
水
泳
な
ど
の
有
酸
素

運
動
が
い
い
で
す
。
早
歩
き
な
ら
一

　
　

日
㎜
歩
か
一
日
3
0
～
4
0
分
の
運
動
を

目
安
に
す
る
と
良
い
で
し
ょ
う
。
毎

日
や
ら
な
い
と
い
け
な
い
わ
け
で
は

な
く
週
に
四
日
ほ
ど
や
れ
る
よ
う
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
。
こ
れ
に
よ
り
血

圧
だ
け
で
な
く
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値

も
改
善
さ
れ
動
脈
硬
化
を
か
な
り
防

ぎ
や
す
く
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
で
十

分
で
な
い
と
き
や
血
圧
が
か
な
り
高

い
と
き
が
続
く
と
き
は
薬
物
療
法
を

行
い
ま
す
。

・
薬
物
療
法
。
薬
も
い
ろ
ん
な
作
用
、

種
類
、
飲
み
方
も
　
日
　
回
か
ら
三

回
ま
で
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。
合
併

症
等
あ
る
場
合
は
そ
れ
も
考
え
て
薬

を
使
い
ま
す
。

　
あ
と
最
後
に
、
高
血
圧
の
人
は
ト

イ
レ
で
あ
ま
り
力
み
す
ぎ
た
り
、
冬

は
防
寒
に
気
を
つ
け
た
り
、
お
風
呂

に
は
熱
い
湯
に
入
ら
な
い
よ
う
に
し

て
、
湯
冷
め
し
な
い
よ
う
に
し
ま

し
よ
う
。
そ
れ
で
は
ま
た
。

町
史
編
纂
室
だ
よ
り
②

　
町
史
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
の

原
稿
も
出
そ
ろ
い
、
最
終
的
な
チ
ェ

ッ
ク
を
行
い
十
年
度
に
は
早
速
印
刷

発
注
の
準
備
に
掛
か
り
ま
す
。
さ

て
、
先
月
号
か
ら
県
史
編
纂
室
の
永

井
先
生
か
ら
町
の
歴
史
に
つ
い
て
執

筆
い
た
だ
い
て
い
ま
す
の
で
、
ご
紹

介
し
ま
す
。

「
ひ
き
の
神
さ
ま
」

　
　
　
御
神
幸

　
厳
し
く
古
式
を
守
っ
て
行
わ
れ
て

い
る
と
思
わ
れ
て
い
る
祭
り
も
、
今

で
は
期
日
（
曜
日
）
、
参
加
者
、
費
用

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
か
ら
少
し
ず

つ
変
化
し
な
が
ら
続
け
ら
れ
て
い

る
。
祭
り
は
地
元
の
人
々
の
熱
意
や

厚
い
信
仰
心
が
な
い
と
続
け
ら
れ
な

い
。
「
ひ
き
の
神
さ
ま
」
も
そ
の
例
に

も
れ
な
い
。
牧
水
も
幼
い
頃
に
心
を
と

き
め
か
せ
て
御
神
幸
の
あ
と
を
追
っ

た
と
「
思
い
出
の
記
」
に
記
し
て
い

　
　
　
　
　
に
い
ろ
い
ん

る
。
中
世
の
新
納
院
の
惣
鎮
守
で
あ
っ

た
比
木
大
明
神
の
御
神
幸
は
「
師
走
祭

り
」
の
名
で
も
知
ら
れ
て
い
る
。

　
御
神
幸
も
簡
略
化
さ
れ
、
現
在
町

内
で
行
わ
れ
て
い
る
神
事
は
「
君
子

神
」
（
仲
深
区
）
と
伊
佐
賀
神
社
（
越

北
区
）
の
二
ヶ
所
だ
け
に
な
っ
て
、
あ

と
は
「
御
守
礼
授
与
」
だ
け
で
あ
る
。

古
来
、
こ
の
神
事
の
特
色
は
費
用
の

す
べ
て
を
「
地
方
の
支
弁
」
と
し
て
、

地
元
が
負
担
す
る
こ
と
で
あ
る
。
今

も
祭
礼
が
行
わ
れ
て
い
る
地
元
の

人
々
の
信
仰
心
の
厚
さ
が
う
か
が
え
る
。

　
祭
礼
は
い
ず
れ
も
古
式
の
形
を
残

し
て
い
る
。
同
じ
「
オ
フ
ク
ロ
サ
マ
」

の
御
神
幸
で
あ
り
な
が
ら
、
二
ヶ
所

の
神
事
は
全
く
異
な
っ
て
い
て
興
味

深
い
。
卸
子
森
塚
（
石
塚
）
の
神
事
は

神
楽
を
は
じ
め
野
外
で
行
わ
れ
る
。
「
団

子
ま
き
」
に
よ
る
安
産
等
の
祈
願
、
豊
作

を
感
謝
し
祈
念
す
る
祭
り
で
あ
る
。
ム

ラ
の
各
家
か
ら
手
作
り
の
料
理
が
持
ち

寄
ら
れ
る
。

　
一
方
、
伊
佐
賀
神
社
で
は
、
雄
木
社

の
　
行
を
神
門
神
社
側
が
迎
え
る
「
境

迎
え
」
の
神
事
で
あ
る
。
田
中
家
で
の

迎
え
の
宴
が
終
わ
る
と
伊
佐
賀
神
社

に
向
か
わ
れ
る
。
同
社
で
は
す
で
に
神

門
神
社
か
ら
の
お
迎
え
の
一
行
が
待

つ
。
拝
殿
で
神
楽
が
奉
納
さ
れ
、
は
じ

め
て
両
者
が
労
を
ね
ぎ
ら
う
あ
い
さ

つ
を
か
わ
し
、
神
門
神
社
に
向
か
う
。

表
紙
へ
牧
水
の
う
た
の
解
説

　
東
郷
町
立
坪
谷
小
学
校
に
、
牧
水
生
誕
百

年
を
記
念
し
て
P
T
A
及
び
坪
谷
地
区
の

協
力
に
よ
っ
て
「
牧
水
が
丘
（
子
供
た
ち
と

牧
水
の
ふ
れ
あ
い
広
場
）
」
に
建
立
、
昭
和
六

十
年
十
月
二
十
四
日
に
除
幕
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
歌
は
、
明
治
三
十
八
年
に
文
芸
雑
誌

「
新
声
」
十
月
号
に
投
稿
、
掲
載
さ
れ
た
も

の
で
、
牧
水
は
明
治
三
十
七
年
四
月
早
稲
田

大
学
文
学
科
高
等
予
科
に
入
学
、
翌
年
六
月

同
予
科
の
課
程
を
修
了
し
て
七
月
故
郷
坪

谷
に
帰
り
、
滞
在
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
と

き
に
詠
ん
だ
歌
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
母
マ
キ
が
、
帰
省
し
た
息
子
に
東
京
で
は

お
そ
ら
く
聞
け
な
い
だ
ろ
う
と
思
い
、
ど
こ

か
ら
で
あ
ろ
う
か
聞
こ
え
て
く
る
ほ
と
と

ぎ
す
の
声
を
聞
か
せ
よ
う
と
、
寝
て
い
る
牧

水
を
起
こ
す
様
子
も
詠
ま
れ
て
い
ま
す
が

ほ
と
と
ぎ
す
の
声
を
久
し
ぶ
り
に
聞
か
せ

よ
う
と
い
う
親
心
と
、
牧
水
が
懐
か
し
い
声

に
じ
っ
と
聞
き
入
る
情
景
が
浮
か
ん
で
く

る
よ
う
な
歌
で
す
。

　
同
校
に
は
、
も
う
一
基
、
次
の
歌
碑
が
あ

り
ま
す
。
「
幼
き
日
ふ
る
さ
と
の
山
に
む
つ

都
甲
欣
　
一

み
た
る
細
巨
川
の
忘
ら
れ
ぬ
か
も
」
こ
の
歌

碑
は
、
昭
和
四
十
五
年
度
卒
業
生
が
牧
水
を

偲
び
な
が
ら
卒
業
記
念
に
製
作
し
た
手
づ

く
り
の
歌
碑
で
す
。

　
　
　
　
　
（
東
郷
町
歌
碑
め
ぐ
り
V
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　　　　　　鞘8ご’勉1

戦
没
者
合
同
追
悼
式

▽
日
時
　
4
月
3
日
置
金
）
1
0
時
～

▽
場
所
　
成
願
寺
（
雨
天
の
場
合
は

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
）

入
園
・
入
学
式

　　お知らせ
ンフォメーション》≧≧〉

▽
4
月
6
日
（
月
）

坪
谷
保
育
園

▽
4
月
7
日
（
火
）

鶴
野
内
保
育
園

▽
4
月
8
日
（
水
）

　
寺
迫
幼
稚
園
・
東
郷
幼
稚
園
・

美
々
津
中
学
校

▽
4
月
9
日
（
木
）

町
内
各
中
学
校

▽
4
月
1
0
日
（
金
）

　
町
内
各
小
学
校
・
田
の
原
分
校

空
き
缶
の
分
別
収
集

が
始
ま
り
ま
す

　
平
成
1
0
年
度
か
ら
空
き
缶
の
分
別

収
集
を
行
い
ま
す
。
5
月
目
で
に
空

き
缶
入
れ
専
用
の
回
収
容
器
を
ゴ
ミ

収
集
場
所
に
設
置
し
ま
す
の
で
必
ず

イ
分
け
て
出
茎
つ
に
し
て
く
だ
鳶

　
　
　
そ
の
際
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
出
し
て

　
　
　
く
だ
さ
い
。

　
　
　
・
缶
の
中
の
異
物
（
タ
バ
コ
等
の
吸

　
　
　
い
殻
、
中
身
）
は
取
り
除
く
。

　
　
　
・
ビ
ニ
ー
ル
袋
等
か
ら
出
し
て
、
缶

　
　
　
だ
け
を
収
集
容
器
に
入
れ
る
よ
う
に

　
　
　
す
る
。

　
　
　
・
対
象
と
な
る
空
き
鳥
類
は
、

ジ
ュ
ー
ス
缶
、
ビ
ー
ル
缶
の
み
で
、
缶

詰
、
ス
プ
レ
ー
缶
、
ミ
ル
ク
缶
等
は
不

燃
物
と
し
て
今
ま
で
ど
お
り
赤
の
ゴ

ミ
袋
に
入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
空
き
缶
以
外
の
ゴ
ミ
は
必
ず
町
指

定
の
袋
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。
指

定
の
袋
以
外
は
収
集
し
ま
せ
ん
。

※
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
み
ん
な
で
自
然

環
境
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

平
成
1
0
年
度
国
民
年
金

保
険
料
の
お
知
ら
せ

▽
定
額
保
険
料
の
方

　
　
月
額
　
1
3
、
3
0
0
円

▽
付
加
保
険
料
の
方

　
　
月
額
　
1
3
、
7
0
0
円

　
な
お
、
平
成
1
0
年
4
月
1
日
～
4

月
3
0
日
ま
で
は
役
場
で
前
納
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

・
1
2
ヶ
月
前
納
（
定
額
の
方
）

　
　
1
5
5
、
7
5
0
円

　
　
（
割
引
額
3
、
8
5
0
円
）

・
1
2
ヶ
月
前
納
（
付
加
の
方
）

　
　
1
6
0
、
4
3
0
円

　
　
（
割
引
額
3
9
7
0
円
）

・
6
ヶ
月
前
納
（
定
額
の
方
）

　
　
7
8
、
9
2
0
円
（
割
引
額
脚
円
）

・
6
ヶ
月
前
納
（
付
加
の
方
）

　
　
8
1
、
2
9
0
円
（
割
引
額
㎝
）

※
前
納
さ
れ
た
い
方
、
、
年
金
に
つ
い

て
の
相
談
等
は
役
場
住
民
課
保
険
年

金
係
（
6
9
－
3
9
0
2
）
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

平
成
1
0
年
度

　
　
県
職
員
の
採
用

　
宮
崎
県
の
職
員
採
用
試
験
が
5
月

半
ば
か
ら
受
験
申
込
の
受
付
が
始
ま

り
ま
す
。
職
種
に
よ
っ
て
申
込
の
受

付
日
も
試
験
日
も
異
な
り
ま
す
。
採

用
試
験
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
ば

宮
崎
県
人
事
委
員
会
事
務
局

（
0
9
8
5
－
2
6
－
7
2
5
9
）
ま
で
。

ポ
リ
テ
ク
ノ
セ
ン
タ
ー

　
　
延
岡
だ
よ
り

　
事
業
所
の
発
展
の
た
め
、
ま
た
は

自
己
の
能
力
を
も
っ
と
ア
ッ
プ
さ
せ

た
い
と
お
考
え
の
方
、
ポ
リ
テ
ク
ノ

セ
ン
タ
ー
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
当
セ
ン
タ
ー
が
平
成
1
0
年
度
に

計
画
し
て
い
る
各
種
研
修
は
次
の
と

お
り
で
す
。

・
能
力
開
発
セ
ミ
ナ
ー

　
夜
間
や
土
日
な
ど
の
休
日
を
利
用

し
、
年
間
㎜
コ
ー
ス
実
施
し
て
い
ま

す
。
内
容
は
新
入
社
員
教
育
、
溶
接
、

電
気
、
建
築
大
工
、
ワ
ー
プ
ロ
、
パ
ソ

コ
ン
、
情
報
処
理
、
簿
記
等
で
す
。

・
施
設
の
開
放

　
当
セ
ン
タ
ー
の
実
習
場
、
機
器
、
教

室
を
事
業
所
の
研
修
等
に
ご
利
用
で

き
ま
す
。

・
職
業
訓
練
（
6
ヶ
月
間
）

　
雇
用
保
険
利
用
者
で
再
就
職
を
目

指
す
方
に
各
職
種
の
職
業
訓
練
を
行

い
ま
す
。
内
容
は
金
属
加
工
科
、
住
宅

サ
ー
ビ
ス
科
、
ビ
ジ
ネ
ス
ワ
ー
ク
科
、

ア
パ
レ
ル
デ
ザ
イ
ン
科
（
旧
縫
製
科
）

等
で
す
。

・
そ
の
他

　
通
信
講
座
も
利
用
で
き
、
そ
の
他

研
修
等
の
情
報
を
提
供
し
、
事
業
所

や
地
域
の
皆
様
の
ご
要
望
に
応
じ
て

い
ま
す
。
詳
し
い
資
料
等
は
役
場
総

務
課
か
直
接
当
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
請

求
く
だ
さ
い
。

※
雇
用
促
進
事
業
団

　
延
岡
職
業
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー

（
ポ
リ
テ
ク
ノ
セ
ン
タ
ー
延
岡
）

住
　
所
　
延
岡
市
土
々
呂
町
六
丁
目

　
　
　
　
　
　
　
　
三
、
〇
二
八

T
E
L
O
9
8
2
－
3
7
－
0
6
7
5

F
A
X
　
O
9
8
2
1
3
7
－
1
8
5
7

行
政
　
相
談

心
配
こ
と
相
談

▽
日
時
　
4
月
2
1
日
（
火
）
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
林
業
研
修
館

　
　
　
今
月
の
納
税

国
民
健
康
保
険
税
一
期

軽
自
動
車
税
　
一
期

善
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
6
灯

　
忌
明
け
と
し
て
、
次
の
方
か
ら
町

社
会
福
祉
協
議
会
へ
社
会
福
祉
の
た

め
の
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

「
3
月
5
日
ま
で
に
受
付
し
た
分
」

◎
迫
野
内
の
黒
木
信
代
さ
ん
か
ら

（
文
雄
さ
ん
・
5
0
歳
逝
去
）

◎
小
野
田
の
都
甲
哲
朗
さ
ん
か
ら

（
吉
野
マ
ス
エ
さ
ん
・
9
8
歳
逝
去
）

◎
福
二
の
新
名
シ
ゲ
ノ
さ
ん
か
ら

（
義
さ
ん
・
8
6
歳
逝
去
）

◎
福
瀬
の
鶴
田
吉
則
さ
ん
か
ら

（
シ
ナ
子
さ
ん
・
7
0
歳
逝
去
）

般
寄
付

　
福
瀬
の
新
名
哲
朗
さ
ん
か
ら
快
気

祝
い
と
し
て
社
会
福
祉
協
議
会
へ
善

意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

一
、
・
＝

●

　
　
（
二
月
届
出
分
）

出
生
お
め
で
と
う

都
甲
彩
華

黒
木
　
　
駿

高
尾
引
回

氏
名

芳
　
彦

聖 正
樹

貧
者
名

小
野
田

寺
　
迫
寺
迫

住
所

結
婚
お
幸
せ
に

（平中 氏

口森

幸晋

恵也
名

高 鶴 住
鍋 野
町 内 所

死
亡
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

鶴
田

古
川

中
谷

新
名

三
原

氏

シ カ ス

ナ
子

虎
夫

ツ
子 義

ヱ
ノ

名

70 62 73 86 64 年

歳 歳 歳 歳 歳 齢

福 鶴 仲 福 羽 住
野

瀬 内 深 瀬 坂 所

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせくださいく総務課情報係⑲2111㈹まで〉
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